脱力系電工アニメ　「電気屋ですが、何か？」

第1話　「あとであとで詐欺」

登場人物：
たけし君（22歳・電工2年目）：やや天然、真面目だが抜けてる。配線が好き。
ヒデ親方（53歳・ベテラン）：口は悪いが面倒見がいい。お菓子が好き。
※Peeping Life風で、リアルな“間”と“棒読み寄りの自然な会話”
https://youtu.be/dleYTXsRKA0?si=7mGnXHS92m_bp5Pz

想定尺：約3分
【シーン1：8時】背景は作業現場①
ヒデ親方（缶コーヒー飲みながら）
「おーい、たけし〜。トイレ前の天井裏の照明配線、午前中のうちにやっておけよ〜」
たけし（スマホ見ながら）
「あ、はい。でも、あそこってまだ点検口ついてないですよ？」
ヒデ親方
「おう。安藤さん“あとで”つけるってさ」
たけし（微妙な顔）
「“あとで”って…昨日も言ってませんでした…？」
「……点検口ついてない。天井開いてない。どうする？」（天井を見上げるたけし、溜め息）
たけし（独り言）
「安藤さんいつも“あとであとで”だな。今でしょ。」
「明日やろうは馬鹿野郎って、母親がいつも言ってた」


【シーン3：12時／作業車で弁当食いながら】背景は休憩所②
ヒデ親方（缶コーヒー飲みながら）
「で、配線、やったんか？」
たけし
「やろうと思ってるんですが、点検口まだついてなくて…。しかもさっき塗装屋さんが塗装始めちゃって・・・。」
ヒデ親方
「んー、安藤さん、塗装のあとでやるつもりなんじゃねえ？」
たけし（急に怒り気味）
「塗装の後って・・・。おれ天井潜るんすよ。」

【シーン4：夕方16時／作業終了間際】背景は天井③
（天井裏から“ズズッ…”とたけしが這い出てくる）
たけし
「親方……やりましたよ。天井、勝手に開けました。安藤さん待ってたらいつになるか分かりませんから・・・。」
ヒデ親方（棒読み気味）
「おぉ。やっぱお前、やる時はやる男だなぁ」
たけし
「天井裏に懐中電灯ありましたよ。親方が先週の作業で・・・」
ヒデ親方
「・・・。ないないと思ってた。助かったわ」

【シーン5：17時 / 帰り際】背景は作業現場①
ヒデ親方
「で、たけし、トイレ前の照明の配線終わったのか？」
たけし
「え？・・・・・。点検口で頭一杯になってて、配線すっかり忘れてました。」
（ヒデ親方：しばしの沈黙）
ヒデ親方
「たけし、天井裏でいったい何やってたんだ？懐中電灯探しか・・・。」

（たけしのナレーション）
「大工さんの“あとで”は、今日じゃない。明日でもない。たぶん永遠に来ない。
建築現場の“あとであとで詐欺”にご用心。」

アニメ演出メモ：
セリフは棒読み調＆会話に“間”を入れる（例：「…それ、あとでやっといて」→沈黙
背景はシンプルな現場風CG or 実写合成背景でもOK
動きは最小限（たけしがゆっくり天井裏から顔を出す、などが逆に笑いを誘う）

